





















































































































































































































































































































































































































































































































































































(1)Hicksの ｢週｣概念を最初に ｢不確実性｣と結び付けたのは西垣 (1996b)において
である｡
(2)西垣 (1998),pp173-180参照のこと｡
(3)清水 (1997),pp.126参照｡
(4)Barro(1996),邦訳 p220.
(5)Davidson(1982),pp.185-197等を参照｡
(6)すぐ後で述べるHicksが,その後長くこの ｢移行過程｣という概念についての研究を
続けている｡例えば Hicks(1965),pp.183-197等を参照｡
(7)Hicks
(8)Ibidリ
(9)Ibid.,
(10)Ibid.,
(ll)Ibid"
(12)Ibidリ
(13)宇沢
(1939),邦訳 pp.164-165.
pp.17ト172.
p.172.
pp.173-175.
p.176.
pp.176-177.
(1977),pp55-63,pp.143-145などを参照｡
(14)Lucas
(15)Ibid.,
(16)Ibid.,
(17)Ibidリ
(18)Ibidリ
(19)Ibidリ
(20)Ibid.,
(1987),邦訳 pp.9-11参鳳｡
p.ll.
p.12参照.
pp.13-15参照｡
p.15.
pp.15-16参照｡
p.16.
(21)予測時点と予測の対象となる時点との間で体系の断絶が生じることは ｢不確実性｣が
存在するための必要条件であり,その十分条件とは過去における体系変化の中に将来
の変化のベクトルを予測するための ｢法則性｣が何もないこと,すなわち過去の諸体系
と現在の体系の間でエルゴード性が保持されていないこととまとめることができる｡
(22)Ibid,pp.18-19.
(23)Ibid‥p.20.
(24)Ibid‥p19.
(25)Felner(1979),pp.168-169.
(26)Ibidリp.170.
(27)Ibidリp.172.
-385-
